
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」
○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

６日（水）に令和４年度入学式を行いました。

８名の新１年生の皆さん、そして、保護者の皆様

ご入学おめでとうございます。
今年度もコロナウイルス感染防止の配慮が必要

な状況は続いておりますが、その中でもなんとか

新１年生にとって思い出に残る式にしたいと、い
ろいろ検討して当日を迎えました。座席の間隔確

保や換気を徹底した上で２～６年生による校歌を

入れたり、呼名に対する返事の様子を大型電子黒
板に映したりと、二小らしくあたたかな式になっ

たのではないかと思います。

新１年生８名は、担任の先生に名前を呼ばれる
と大きな声で返事をしていましたし、話もしっか

り聞くことができていました。途中マスクをつけ

たり外したりする指示もしましたが、スムーズにできており、さすが幼稚園でお兄さん・お姉さんとし
て活躍してきた子どもたちであると感じました。

新１年生の存在は、学校にあたたかさと活気をもたらしてくれるものです。この８名が１日も早く学

校生活に慣れて元気に過ごすことができるよう、全職員で見守っていきたいと思います。

令和４年度も、令和３年度と同じく児童数は５２名とな
ります。また、今年度も３・４年が複式学級となります。

６日（水）は入学式に先立ちまして、２年生から６年生

で始業式を実施しました。始業式では、子どもたちに以下
のような話をしました。

・昨年度以上に自分から動き出す姿をたくさん見ることが

できるよう期待している

・そして、「キラキラとひとみが輝いているね」というほめ

言葉を言えたら嬉しい

・皆さんにがんばってほしいことが三つ

「心を込めてあいさつをしましょう」

「『そろえる』は二小のよさなので続けましょう」

「あったか言葉の名人になりましょう」
目を見て話を聞くことができており、新しい年になってがんばっていこうと、気持ちが高まってい

ることが伺えました。今年度も、個に応じたきめ細かい指導を一層充実させ、子どもたちのひとみが

キラキラと輝くよう教職員一同力を尽くしてまいります。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 おおぞら わかくさ 合計
男子 ２ ４ ４ ２ ２ ３ ４ ２ ２３
女子 ５ ３ ７※ ２ ５ ７ ０ ０ ２９
計 ７ ７ １１ ４ ７ １０ ４ ２ ５２

※新３年に、転入児童が入りました。仲間が増えてさらに活気が増しています。どうぞよろしくお願いします！
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今年度の二小教職員を紹介いたします。どうぞよろしくお願いいたします。

１ 校 長

２ 教 頭
３ 教 務

４ １ 年

５ ２ 年
６ ３・４年

７ ５ 年

８ ６ 年
９ 教務・おおぞら

10 わかくさ

11 複式補正
12 養護教諭

13 主任主査

14 用 務 員 （３列目左より）

15 支 援 員 （２列目左より）

16 支 援 員 （１列目左より）

17 Ａ Ｌ Ｔ （右枠）

ちょっといい話 14
子どもたちが発する言葉にはとても魅力があるものです。

入学式では、２年生による歓迎の言葉と、６年生による児童

代表あいさつを入れました。
２年生はとても緊張していたようでしたが、１年間かけて名

文の暗唱をしてきた成果を存分に発揮し、元気いっぱいに発表

できました。新１年生の保護者さんにも「１年後にはこんなに
立派に成長する」と感じ取っていただけたことと思います。

６年生の代表児童も、きりっとした表情とはきはきした話し
方で、「さすが最高学年」と感じられました。とても頼もしかっ

たです。

今年度も式の規模を縮小する部分はありましたが、やはり子
どもの活躍の部分は大切にしてよかったと思います。入学式が

あたたかな雰囲気に包まれていたのは、こうした子どもたちの

姿があったからでしょう。
子どもたちが真ん中にいて生き生きとしている学校。そして、

それを校務センター（職員室）で喜び合う教職員。とてもよい

スタートとなり、令和４年度がますます楽しみになってきまし
た。

現在の新型コロナウイルス感染防止対策状況
県の感染拡大防止重点対策が令和４年４月１７日（日）まで延長されました。
学校の行動基準における対応はレベル２を継続しつつレベル１への移行期間となります。

今年度も、教職員はもちろん、子どもたちにも具体的に周知し、学校が一丸となって感染防止対策に

取り組んでまいります。
保護者の皆様におかれましては、この時期として以下のことについてご承知おきください。

〇「感染リスクの高い学習活動」について、適切な感染症対策を行った上で、徐々に実施する。

〇 移行期間中は、児童の同居する家族に発熱等の症状が見られる場合の出席停止措置を継続する。
速やかな連絡や無理をさせないことなどに関しては、昨年度ご依頼申し上げて以降十分にご協力いた

だくことができています。今年度も継続してどうぞよろしくお願いいたします。


